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Vol. 20 No. 108 May 1974高緯度超高層物理学特集号に誤りがあったので次のように訂正する。

表

mb九
三
時 正

203ページ第1表

204ページ左側23行自

204ページ右側14行目

206ページ右側下から 3行自

208ページ左側14行自

208ページ右側17行目

391ページ左側下から 8行自

391ページ第2図中

392ページ左側12行自

392ページ（1),(3）式中

392ページ（2）式第3項

392ページ左側下から 3行目

392ページ右側下から 8行自

同 上 7行目

392ページ第3図中

394ページ左側下から 6行自

396ページ左側5行目

396ページ右側下から 2行自

ii) PCA性発生中

の CC. I. R. Report中

一般に場磁の

述用

230M胞 における

ii) PCA発生中

C. C. I. R. Reportの中

一般に磁場の

運用

230MHz波の

オーロ ラ吸収ではH寺間のオーダーで ｜オーロラ吸収は時間のオーダーであ

あり，極冠吸収では数日 ｜り，極冠吸収は数日

の分解IC応じた。

D 

(H, D) 

sin D, cos D 

sin d sin D-cos d cos D cos 

(H-h) 

第4図

第3図

第4図

一→｜～－」ー｜ムw: band width 
I 4πムwl

到来電波のパワ ーの相

4M胞 を

持つ

の分解IC応用 した。
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第 5図

第4図

第3図

削除

到来電波の相

2MHzを

待つ
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